
【草花の部屋】 

 

スイレン（スイレン科スイレン属 Nymphaea ） 

和名：スイレン(睡蓮） 別名：   英名：Water lily 

スイレン目 水生多年草  原産地：熱帯～温帯 

花言葉：清純な心、信頼、信仰  花の色： 赤、黄、桃、白 

 

 

← 写真-１ スイレン 

撮影日：2016 年 06月 03 日 

撮影場所：モネの家 

(ジュヴェルニー 

～フランス)にて 

   撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

 

  → 写真-２ スイレン 

撮影日：2016 年 06月 03 日 

撮影場所：モネの家 

(ジュヴェルニー 

～フランス)にて 

    撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

 

← 写真-３ スイレン 

撮影日：2013 年 05月 28 日 

撮影場所：栗林公園 

(香川県高松市)にて 

   撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

 



 

← 写真-４ スイレン 

撮影日：2015 年 05月 29 日 

撮影場所：西福寺書院庭園 

(福井県敦賀市)にて 

   撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

→ 写真-５ スイレン 

撮影日：2015 年 05月 29 日 

撮影場所：西福寺書院庭園 

( 福井県敦賀市)にて 

    撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

写真－１、２は、フランス・ジュヴェルニーにある「モネの家」の「睡蓮の

池」を訪れた際に撮影しました。「睡蓮」は、モネの代名詞的存在。「睡蓮の池」

は、モネ自身の設計とか・・。ジュヴェルニーの「睡蓮の池」を模した池は、

身近な所では、滋賀県比叡山にあります。岐阜県関市にもあるそうですが、こ

ちらは模して造られた池ではなく、昔からの池にスイレンが植えられて、木の

橋もあり、「モネの池」のように見えることから、モネの池とよばれているそう

です。ここには木の橋もあります。 

写真－３は、香川県高松市の栗林公園で見かけました。 

写真－４、５は、敦賀市の西福寺を訪れた際、書院庭園の池で見かけました。 

日本に自生するスイレンは、ヒツジグサ(未草)、エゾノヒツジグサ（蝦夷未

草）のみで、一般的なスイレンは、いくつかの野生種を交配、品種改良し、作

出された園芸種で、様々な品種があるそうです。スイレンは水位が安定してい

る池などに生息し、地下茎から長い茎を伸ばし、水面に葉や花を浮かべます。

「ヒツジグサ」は、「ヒツジの刻(午後 2 時頃)」に咲くことから名付けられたそ

うですが、実際は、朝から夕方まで花を咲かせるそうです。 

睡蓮の分類には、いくつかあるそうです。その中の一つ・・・「温帯種」と「熱

帯種」。温帯種の花はほとんど水面に咲きますが、まれに水面より高く上がる場



合もあるそうです。開花時間は、品種により異なりますが、日中にだけ咲き、

午前中に咲く種類や午後から咲く種類もあるそうです。花の色は、赤、黄、桃、

白などで、紫や青系統の色は無いそうです。 

熱帯種は水面より高い位置で花が咲き、種類によっては２０センチも上で咲

く種類があるそうです。熱帯植物園で見かける花のほとんどが熱帯種。温帯種

に比べると茎が長い分だけ気品高い印象を受けるそうです。熱帯種には温帯種

に出せない青や紫系統の花色があるそうです。青系統の花が咲いていたら１０

０％熱帯種に間違いないそうです。 

 

 

＜ ちょっと一言 ＞ 

 

ヒツジグサ(スイレン科スイレン属 Nymphaea tetragona ) 

和名：ヒツジグサ（未草）別名：   英名：Pygmy waterlily 

スイレン目 水生多年草  原産地：日本 花言葉： 花の色：白 

 

ハス(ハス科ハス属 Nelumbo nucifera )  

 和名：ハス（蓮）別名： 英名：Sacred lotus 

ヤマモガシ目 水生多年草 原産地：日本  

花言葉：雄弁 花の色：白、桃 

 

→ 写真-６ ハス 

撮影日：2017 年 07月 17 日 

撮影場所：東大寺本坊 

(奈良市)にて 

        撮影者：Ｍ さん 

 

 

 

 

 

＊睡蓮と蓮の見分け方 

葉： 

・両種と蓮も葉は円形。睡蓮には切り込みが入り、蓮には入らない。 

・睡蓮は、水面に葉が展開し、蓮は水面上に立つ。 

・睡蓮の葉には撥水性が無く、光沢がある。ハスには撥水性があり、

光沢が無い 

https://en.wikipedia.org/wiki/Nelumbo_nucifera


花： 

・睡蓮の温帯種は水面に咲き、熱帯種は水面から突き出て咲く。花が

終わると水中に沈む。果托ができない。 

・蓮は水面から高く出て咲く。花が終わると花弁が散る。果托がで

る。 

 注： 

果托・・花托(花柄の上端にあって、花弁や雌蘂などをつける部

分)が成長したもので、蜂の巣状の穴に実を付けている。 

根： 

・睡蓮の温帯種はワサビ型の塊根。熱帯種は球根形の塊根。 

・蓮は地下茎が肥大して蓮根になる。 


